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平
成
25
年
度
予
算
の
中
で
教
育

費
の
大
き
な
伸
び
は
、
小
・
中
学

校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
事
業
に
よ

る
も
の
で
す
。
既
に
再
編
交
付
金

を
リ
ー
ス
料
に
充
当
す
る
と
い
う

当
初
の
計
画
か
ら
は
大
幅
な
変
更

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
平
成
25
年
度

着
工
の
６
校
分
だ
け
で
も
３
億
円

を
超
え
る
債
務
負
担
の
上
の
予
算

立
て
で
す
。
加
え
て
財
源
と
し
て

の
再
編
交
付
金
は
25
年
度
が
最
高

額
で
今
後
は
減
額
と
な
り
最
終
的

に
は
６
千
万
円
余
と
な
る
と
の
予

測
も
今
回
の
予
算
審
査
で
明
ら
か

に
な
り
ま
し
た
。
も
は
や
本
事
業

は
再
編
交
付
金
の
充
当
で
は
大
き

く
不
足
が
生
じ
る
た
め
、
見
直
し

の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

学
校
施
設
は
災
害
時
の
避
難
所

と
し
て
、
地
域
の
拠
点
と
し
て
重

要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
に
あ
り
、
市
内
全
て
の
学

校
が
同
一
の
方
式
に
よ
る
空
調
設

備
で
は
な
く
、
学
校
ご
と
の
最
適

な
方
式
に
よ
る
エ
ア
コ
ン
設
置
を

行
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

３
年
と
い
う
年
月
と
多
額
の
設
備

投
資
を
も
っ
て
順
次
行
っ
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
エ
ア
コ
ン
設
置
事

業
で
す
か
ら
、
整
備
実
施
校
ご
と

に
実
情
・
周
辺
環
境
や
既
存
施
設

の
状
況
を
踏
ま
え
、
一
校
一
校
に

最
適
な
方
式
（
ガ
ス
ヒ
ー
ト
ポ
ン

プ
式
エ
ア
コ
ン
の
導
入
も
含
め
）

を
調
査
研
究
の
上
、
実
施
し
て
い

く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
予
算
編
成
は
、
厳
し
い

中
に
あ
っ
て
随
所
に
工
夫
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

中
で
も
公
共
下
水
道
事
業
特
別

会
計
で
、
５
億
５
千
万
円
の
資
本

費
平
準
化
債
を
発
行
し
た
こ
と
に

よ
り
、
世
代
間
負
担
の
公
平
性
を

図
っ
た
こ
と
は
特
筆
に
値
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
既
存
事
業
の
充
実
に
努

め
、
多
く
の
新
規
事
業
に
も
着
手

し
て
い
ま
す
。

　

新
規
事
業
の
代
表
的
な
も
の
と

し
て
、
本
市
の
将
来
の
都
市
像
を

描
く
た
め
の
公
共
施
設
利
活
用
指

針
策
定
事
業
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
門
に

お
け
る
業
務
継
続
計
画
策
定
事
業

が
盛
り
込
ま
れ
た
こ
と
は
、
私
た

ち
公
明
党
と
し
て
も
、
震
災
等
の

災
害
後
に
迅
速
に
行
政
事
務
を
復

旧
す
る
た
め
の
重
要
な
事
業
で
あ

　

平
成
25
年
度
国
保
特
別
会
計
予

算
と
市
国
保
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
反
対
し
ま
す
。
反
対

の
理
由
は
、
国
保
税
の
値
上
げ
の

予
算
と
条
例
で
あ
る
か
ら
で
す
。

　

値
上
げ
の
内
容
は
、
所
得
割
を

約
19
％
、
均
等
割
を
約
10
％
増
額

し
、資
産
割
を
廃
止
す
る
も
の
で
、

こ
の
４
月
か
ら
の
実
施
で
す
。
料

金
改
定
に
伴
う
実
際
の
モ
デ
ル
世

帯
の
値
上
げ
率
は
、
11
・
２
％
か

ら
12
・
08
％
で
、
特
に
世
帯
の
人

数
ご
と
に
か
か
る
均
等
割
の
値
上

げ
は
、
低
所
得
者
や
家
族
の
多
い

世
帯
で
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
。

　

市
は
値
上
げ
の
理
由
を
、
12

年
間
税
率
の
改
定
を
据
え
置
い
て

き
た
が
、
一
般
会
計
か
ら
国
保
会

計
へ
年
間
10
億
円
を
超
す
法
定
外

の
繰
り
出
し
が
長
く
続
い
て
お
り
、

そ
の
額
も
県
央
で
一
番
多
い
状
況

を
改
善
す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
収
納
率
が
最
も
低
い

の
も
本
市
で
、
所
得
が
百
万
円
以

下
の
被
保
険
者
が
約
４
割
を
占
め

る
状
況
の
も
と
で
値
上
げ
を
す
れ

ば
、
収
納
率
は
ま
す
ま
す
悪
く
な

り
ま
す
。

　

国
保
は
社
会
保
障
制
度
と
し
て
、

発
足
当
初
は
国
庫
支
出
金
が
約
50

％
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、

20
％
に
ま
で
削
減
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
一
番
の
問
題
で
す
。
国
庫
支

出
金
の
増
額
を
求
め
る
べ
き
で
あ

り
、
国
保
税
の
値
上
げ
に
は
反
対

で
す
。

　

平
成
25
年
度
予
算
編
成
で
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
全
庁
組

織
が
一
丸
と
な
っ
て
経
費
の
削
減

に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
整
備
事

業
に
つ
い
て
は
、
市
内
全
て
の
防

犯
灯
を
一
括
し
て
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換

す
る
も
の
で
県
内
初
の
ケ
ー
ス
で

す
。
節
電
に
よ
る
経
費
削
減
が
見

込
め
る
こ
と
に
加
え
、
防
犯
効
果

も
期
待
で
き
、高
く
評
価
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
防
災
行
政
無
線
施
設

増
設
・
更
新
事
業
で
は
、
音
達
レ

ベ
ル
の
低
か
っ
た
残
り
の
地
域
15

カ
所
の
難
聴
解
消
に
向
け
、
子
局

増
設
の
実
施
設
計
費
用
が
計
上
さ

れ
て
お
り
、
一
日
も
早
い
難
聴
地

域
解
消
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
武
台
地
区
住
居
表
示

に
関
す
る
事
業
で
は
、
相
武
台
地

区
の
評
価
と
利
便
性
向
上
、
地
域

住
民
の
安
全
・
安
心
に
つ
な
が
る

予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
今
後

は
入
谷
地
区
、
座
間
地
区
と
、
計

画
を
検
討
さ
れ
て
お
り
、
実
施
さ

れ
れ
ば
駅
周
辺
の
住
環
境
に
も
好

影
響
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

相
模
が
丘
仲
よ
し
小
道
再
生
事

　

当
局
が
今
回
の
値
上
げ
に
あ
た

っ
て
示
し
た
財
政
収
支
見
通
し
で

は
、
歳
入
に
お
け
る
国
庫
支
出
金

の
伸
び
は
２
・
３
％
と
し
て
お
り

ま
す
が
、
過
去
３
年
間
の
平
均
は

６
・
２
％
。
こ
の
差
額
は
、
約
１

億
円
。
前
期
高
齢
者
交
付
金
の
伸

び
は
、
当
局
試
算
で
は
５
％
で
す

が
、
過
去
３
年
間
の
平
均
値
で
は

15
％
。
差
額
は
約
２
億
２
千
万
円

と
な
り
ま
す
。
今
回
の
保
険
税
値

上
げ
の
効
果
額
は
、
約
１
億
８
千

万
円
で
す
か
ら
こ
れ
だ
け
で
も
歳

入
の
前
提
条
件
が
全
く
変
わ
っ
て

く
る
わ
け
で
す
。

　

当
局
は
国
民
健
康
保
険
財
政
は

年
ご
と
に
変
動
が
大
き
い
の
で
、

直
近
の
、
す
な
わ
ち
２
０
１
２
年

度
の
決
算
見
込
み
を
基
礎
に
伸
び

率
を
定
め
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

で
は
な
ぜ
年
ご
と
の
変
動
が
大
き

い
の
に
、
直
近
の
伸
び
率
を
採
用

す
る
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
も
の

で
す
。
こ
れ
は
収
支
見
通
し
を
立

て
る
際
の
極
め
て
技
術
的
な
問
題

で
あ
り
、
政
策
的
妥
当
性
以
前
の

問
題
で
す
。
値
上
げ
を
前
提
と
し

た
数
字
上
の
作
為
で
は
な
い
か
と

指
摘
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
収
納
率
を
当

局
が
定
め
た
目
標
ど
お
り
に
達
成

す
れ
ば
、
そ
の
効
果
額
だ
け
で
も

今
回
の
値
上
げ
分
を
飲
み
込
ん
で

し
ま
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
現
時
点

で
値
上
げ
の
必
要
は
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

キ
ャ
ン
プ
座
間
返
還
予
定
地
の

跡
地
利
用
は
、
利
便
性
の
あ
る
有

効
利
用
を
図
る
た
め
市
民
要
望
が

最
も
高
い
総
合
病
院
を
誘
致
し
救

急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と

や
、
消
防
や
防
災
の
拠
点
と
な
る

消
防
新
庁
舎
建
設
な
ど
返
還
跡
地

利
用
が
一
日
も
早
く
進
む
こ
と
を

多
く
の
市
民
が
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
に
基
地

返
還
跡
地
利
用
促
進
事
業
費
と
し

て
１
６
４
７
万
円
が
初
め
て
予
算

化
さ
れ
、
道
路
の
調
査
・
測
量
・

設
計
業
務
や
返
還
跡
地
の
測
量
業

務
及
び
地
区
計
画
策
定
補
助
業
務

の
委
託
費
が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に

つ
い
て
大
い
に
評
価
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
神
奈
川
県
は
単
位
人
口

あ
た
り
の
病
床
数
が
全
国
一
少
な

い
状
況
を
見
直
し
改
善
す
る
保
健

医
療
計
画
改
定
案
を
２
月
に
公
表

し
ま
し
た
。

　

改
定
案
で
は
、
救
命
救
急
セ
ン

タ
ー
が
１
カ
所
も
な
い
本
市
が
属

す
る
県
央
医
療
圏
の
基
準
病
床
数

が
５
２
５
２
床
と
な
り
、
２
４
２

床
が
増
加
し
ま
し
た
。

　

病
院
誘
致
は
、
平
成
25
年
４
月

に
病
院
事
業
者
の
公
募
、
26
・
27

年
度
に
建
設
工
事
、
28
年
春
に
病

院
開
院
予
定
で
す
が
、
良
質
な
医

療
を
市
民
に
提
供
す
る
た
め
に
は

ベ
ッ
ド
数
の
確
保
は
必
要
不
可
欠

な
課
題
で
あ
り
、
２
４
２
床
に
と

ど
ま
ら
ず
３
０
０
床
の
ベ
ッ
ド
数

を
確
保
す
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

る
と
計
画
の
策
定
を
提
言
し
て
き

た
こ
と
か
ら
、
評
価
を
い
た
し
ま

す
。

　

さ
ら
に
、
既
存
事
業
の
充
実
に

つ
い
て
も
、
私
た
ち
公
明
党
が
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
全
て
の

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
が
計
画
さ
れ
、

命
を
守
る
妊
婦
健
診
の
14
回
ま
で

の
補
助
及
び
不
活
化
ポ
リ
オ
・
子

宮
頸
が
ん
・
ヒ
ブ
・
小
児
肺
炎
球

菌
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
も

事
業
化
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
多
く
の
新
規
事
業
並

び
に
既
存
事
業
の
充
実
、
拡
充
は

市
民
の
求
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

賛
意
を
表
し
ま
す
。

業
に
つ
い
て
も
第
２
工
区
ま
で
の

約
８
０
０
メ
ー
ト
ル
の
工
事
が
完

了
し
、
25
年
度
は
第
３
工
区
部
分

に
着
手
予
定
で
す
。
順
調
な
進
捗

状
況
は
13
万
市
民
の
期
待
感
を
高

揚
さ
せ
、
地
域
活
性
化
に
好
影
響

を
も
た
ら
す
も
の
と
し
て
高
く
評

価
し
、
賛
意
を
表
し
ま
す
。

２
・
15
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

19
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　

22
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　

25
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

３
・
１
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

   　
４
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
運
営
委
員
会

   　
５
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

   　
７
・
企
画
総
務
常
任
委
員
会

      　
・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

   　
11
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

      　
・
都
市
環
境
常
任
委
員
会

   　
12
・
健
康
福
祉
常
任
委
員
会

   　
13
・
教
育
市
民
常
任
委
員
会

   　
14
・
基
地
対
策
特
別
委
員
会

   　
　

・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

　
　

18
・
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

・
代
表
者
会
議

　
　

22
・
第
１
回
定
例
会
本
会
議

　
　
　

・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　
　

26
・
高
座
清
掃
施
設
組
合
議

会
第
１
回
定
例
会

４
・
17
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

      　
・
議
会
改
革
特
別
委
員
会

行
政
視
察
…
厚
木
市

　
　

22
・
県
央
八
市
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
定
例
会
…
大

和
市

　
　
　

・
県
央
八
市
議
会
議
長
連

絡
協
議
会
議
長
研
修
会

…
千
葉
県
流
山
市

　
　

23
・
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　
　
　

・
神
奈
川
県
市
議
会
議
長

会
定
例
会
…
小
田
原
市

　
　

25
・
関
東
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
…
山
梨
県
甲
府

市
（
～
26
）

５
・
９
・
埼
玉
県
戸
田
市
議
会
行

政
視
察
来
庁

 
 

 

 
 

 
神
奈
川
ネ
ッ
ト
（
安
海　

の
ぞ
み　
議
員
）

小
・
中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置

導
入
方
法
に
異
議
あ
り

公
明
党
（
上
沢　

本
尚　
議
員
）

随
所
に
工
夫
が
見
ら
れ
る
新
年
度
予
算
を
評
価

日
本
共
産
党
（
中
澤　

邦
雄　
議
員
）

国
保
税
の
値
上
げ
に
反
対

新
政
い
さ
ま
（
荻
原　

健
司　
議
員
）

安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
を
評
価

（
沖
永　

明
久　
議
員
）

国
保
税
の
値
上
げ
に
反
対

ざ
ま
大
志
会
（
池
田　

徳
晴　
議
員
）

病
院
誘
致
・
消
防
庁
舎
建
設
等
の

具
体
的
な
推
進
を
評
価

議
会
日
誌


